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ソ連抑留中死亡者の遺骨伝達について   

 

 

  厚生労働省では，海外等で戦没された方々の御遺骨の収容を実施し，遺留品調査や戦

友の証言などのほか，一定の条件を満たす場合に希望する御遺族とのＤＮＡ鑑定を実施

し，御遺骨の身元調査を行っています。 

この度，ソ連抑留中死亡者の埋葬地において収容された御遺骨とＤＮＡ鑑定を希望す

る御遺族との間で鑑定が行われた結果，１柱の御遺骨が広島県内在住の御遺族と，親族

関係が存在するとの結果が得られ，御遺骨の身元が特定されました。 

このため，この御遺骨について，御遺族の自宅で伝達します。 

   

１ ソ連抑留中死亡者氏名等 

（１）氏  名   荒谷 巧（あらたに たくみ） 

（２）生年月日   明治４５年６月２２日 

（３）所属部隊   歩兵第２３１連隊 

（４）階  級   陸軍伍長 

（５）死 亡 日   昭和２０年１２月８日（享年３３歳） 

（６）死亡場所   チタ州カタラ収容所 

 

２ 遺骨受領者 

（１）氏  名   荒谷 邦夫（あらたに くにお） 

（２）続  柄   長男 

  

３ 伝達日時等 

（１）日  時   平成２３年３月２４日（木） 午前１０時３０分頃 

（２）場  所   御遺族の自宅 

（３）伝 達 者   広島県西部東厚生環境事務所長 

 

４ 特定に至った経緯 

 

 政府派遣の遺骨帰還団は，平成１３年８月６日から８月２４日，平成１４年９月６日

から９月３０日，及び平成１７年８月２１日から９月１２日までの間，ロシア連邦チタ

州「カダラ村墓地」埋葬地において遺骨収容を行い，当該埋葬地に埋葬されていた３８

１柱の御遺骨を収容しました。 

  収容した御遺骨のうち，ＤＮＡ鑑定用の検体が採取できた３３２柱について，ＤＮＡ

鑑定を希望される御遺族との間で鑑定が実施されました。 

その結果，平成１７年８月２９日に収容された御遺骨１柱が，故 荒谷 巧様の御遺

骨と判明しました。 

   
平成２３年３月１６日 

 広島県健康福祉局社会福祉部社会援護課 

 担当者：岡 崎 

電 話：０８２‐５１３‐３０３５ 



 

 (参考) 

１ 旧ソ連及びモンゴル地域の遺骨収容の状況 

  旧ソ連及びモンゴル地域においては，先の大戦の後に約５７万５千人の方々が抑留さ

れ，約５万５千人の方々が抑留中に死亡されています。 

旧ソ連地域における抑留中死亡者については平成３年度から，モンゴルについては平

成６年度から遺骨収容が可能になり，厚生労働省では，抑留中死亡者の埋葬地の特定や

計画的な遺骨収容に努めており，平成２２年度末までに１８，７９４柱の御遺骨を収容

しています。 

 

２ ＤＮＡ鑑定による遺骨伝達 

旧ソ連・モンゴル抑留中死亡者遺骨のＤＮＡ鑑定は，平成１１年度以降に収容された

御遺骨を対象に，平成１５年度から開始されました。 

  このＤＮＡ鑑定には，県内から１０１遺族が申請され，（平成２３年２月末現在）  

鑑定結果に基づいて本県が伝達した御遺骨の数は，次のとおりです。 

                                       （今回を含む） 

 伝 達 数 

１６年度 １柱 

１７年度 ６柱 

１８年度 ６柱（うち県外出身戦没者１柱） 

１９年度 １７柱（うち県外出身戦没者１柱） 

２０年度 １４柱 

２１年度 ４柱 

２２年度 ５柱 

計 ５３柱 

 


